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はじめに


　以前、作家の井上ひさしさんから、19世紀のイギリスでは辞書編集という刑罰があったというお話をうかがったことがある。しかもそれはかなり重い刑罰であったらしい。だとすると、出版社に入社してすぐに辞書編集部に配属になり、すでに30年以上も辞書と関わっている身としては、社会人になった途端、終身懲役の宣告を受けたようなものなのかもしれない。

　刑罰にするくらいだから、辞書編集の仕事は単調で辛気臭いものだとお思いになる方もいらっしゃることであろう。だが、不思議なことにいくつかの辞書を担当していくうちに、気がめいるどころか、ことばの面白さに目覚めていったのである。




　ことばは生き物だといわれる。時代とともに読み方も意味も思いがけない形で変化していくそうしたことばを観察していくのが、辞書編集者の仕事である。それのどこが面白いのかと問われると困るのだが、変化し続けることばをどの時点で切り取り、それをどう記述するのかが、まさに辞書編集者の腕の見せどころではないかと思うのである。

　ただ、残念なことに辞書には文字数の制約から、その判断の結果だけしか記載することができない。そこで、辞書編集者も扱いに困り、一般の人も悩むことの多いことばについて、編集者としての思いをまとめてみるのも面白いのではないか、そう思ってインターネット辞書事典サイト「ジャパンナレッジ」で始めたのが、「日本語、どうでしょう？」という連載コラムである。




　本書は、その中から、読み方に困ることば、声に出して読もうとすると、どちらを使うべきか迷って、つい口ごもってしまいそうなことばを選んでみた。




　正解のないものも多いのだが、ちょっとしたことばにも、こんな面白い話題があるということを読み取っていただければ幸いである。







二〇一四年五月吉日


神永　曉


「一段落」の正しい読みとは？


　日本語にはどっちを使うのが正しいのだろうかと迷うことばがけっこうある。筆者にとっては、この「一段落」もそのようなことばで、人と話をしていて、「いちだんらく」「ひとだんらく」どっちが正しかったんだっけ、といつも迷ってしまうのだ。

　「一段落」は元来は文章のひとつの段落のことで、それが物事のひと区切りの意味になったことばである。正しい読みは「いちだんらく」なのだが、話しことばなどで「ひとだんらく」と言ってしまう人が筆者も含めて次第に増えてきている。

　そのため一般の国語辞典では、




　「ひとだんらく」と読まれることも多いが「いちだんらく」が正しい。（『現代国語例解辞典』小学館）




などとわざわざ注記しているものが多い。ただこうした中にあって『明鏡国語辞典』（大修館書店）だけは、初版で「いちだんらく」の同義語として「ひとだんらく」も載せて、その読みを認めていた。だが、第２版（２０１０年）では同義語扱いはやめて、




　「ひと段落」も増えているが、「いち段落」が本来。




というほかの辞典とほとんど同じ扱いに変えてしまった。いったい何があったのだろうか。

　ところで、なぜ「ひとだんらく」という読みが増えてきたのだろうか。理由として考えられるのは、「一安心」「一苦労」など「ひと＋漢語」の語がけっこうあること、類義の「一区切り」が「ひとくぎり」と読まれることなどである。

　だが、依然として新聞、テレビ、ラジオでも「ひとだんらく」は認めていないので、新聞記事やニュース番組などでそう使ったら、やはり間違いだと言わざるを得ないのである。


「行く」は「いく」か？　「ゆく」か？


　最近の小学生向けの国語辞典は、すべての漢字にふりがなを付けたもの（総ルビ）が主流になっている。中部大学の深谷ふかや圭助けいすけ准教授が開発した「辞書引き学習」1を、小学校低学年から、場合によっては幼稚園児から始める子どもが増えているためである。

　わが編集部でもそうした動向を受けて、小学生向けの辞典類は新刊も改訂版も極力総ルビにするようにしている。漢字にふりがなを付ける作業は、データさえあれば最近はソフトを使ってある程度自動でできるので、それほどたいへんではない。だがそうではあっても、最終的な判断はやはり人間がしなければならないものがけっこうある。特に読み方の揺れている漢字がやっかいだ。

　たとえば、「行く」。「いく」と読むか、「ゆく」と読むかといった問題である。話しことばとしてはどちらでもよいのだが、一つだけ決めて活字にして示すというときはけっこう悩むことが多い。

　「いく」「ゆく」はともに上代から用いられていて、ほとんど意味は同じである。

　明治以降では、国定読本（国定教科書）2が「いく」のほうを基準としたが、現在の「改定常用漢字表」3の音訓では「いく」「ゆく」どちらも認められている。

　ただ、「ゆく」に比べて「いく」のほうが話しことば的な感じをもっているようで、「過ぎ行く」「暮れ行く」など、文章語的な語の場合には「いく」と言わずに「ゆく」と読むのが普通である。また、促音便形になった場合は、「ゆく」は用いられず、「いく」を用いて「いって」「いった」となるなど、「いく」のほうが使用範囲が広い。

　そのようなことを考え合わせて、編集部の方針としては、単独で「行く」とあるような場合は「いく」で統一することにしている。







	

１．辞書で引いた言葉を付箋ふせんに書いて、該当ページに貼っていく学習法。教育学者の深谷圭助が愛知県の公立小学校教諭時代に発案し授業で実践した。辞書を引いただけ付箋の数が増えるので成果が実感でき、子供はゲーム感覚で辞書を引く習慣を身につけることができることから、全国的な広まりを見せている。(『デジタル大辞泉』） ⏎






	

２．文部省が編集、著作した教科書。明治36年（１９０３）小学校教科書の国定制度が確定され、翌37年から使用された。第二次世界大戦中には中等学校、師範学校でも用いられたが、昭和24年（１９４９）から検定教科書にきりかえられた。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

３．常用漢字表は、法令、公文書、報道機関、その他一般の社会生活で使われる漢字の目安として国が定めるもので、学校の漢字教育の指針ともされてきた。従来は１９８１年の「常用漢字表」（１９４５字）が用いられていたが、２０１０年11月に改定され２１３６字になった。旧表より、勺、錐、銑、脹、匁の５字が外され、新たに１９６字が追加された。（『情報・知識　imidas』） ⏎












数字の「０」はゼロでいいのか？


　数字の「０」を、皆さんは何と読んでいるだろうか。「ゼロ」？　「レイ」？

　もちろんその時々によって違うという方も大勢いらっしゃるであろう。だが、念のために確認しておくと、ゼロは英語のzero、レイは漢字「零」の漢字音である。当然のことながら「改定常用漢字表」でも、「零」の読みは「レイ」だけで「ゼロ」はない。

　なぜこのようなわかりきったことをあえて言うのかというと、国語辞典で「ゼロ」を引くと、「零」を漢字表記欄で示しているものがいくつか存在するからなのである。確かに「零」を「ゼロ」と読むことは慣用としてはあるにしても、厳密に言うなら「零」という漢字に「ゼロ」という読みはない。だが、辞書に何の注記もなしにそのように書かれると、「零」に「ゼロ」という読みがあると思ってしまう方も出てくるのではないかと心配になってくる。

　ＮＨＫなどもそのような配慮からか、数字の「０」「零」は原則として「レイ」と読むとしている（『ことばのハンドブック　第２版』(日本放送出版協会)）。ただし、「海抜０メートル地帯」「零戦（レイセンということもある）」など固有の読み方が決まっているものや、「まったくやる気ゼロだな」などと、何もないことを強調する場合はゼロを使うべきであると断っている。降水確率０％も「ゼロパーセント」ではなく「レイパーセント」である。




　なお、蛇足ではあるが、降水確率０％は雨がまったく降らないことだと思っている向きもあるらしい。だが、降水確率は10％刻みで、５％未満が０％、５％以上15％未満が10％となるのである。つまり、０％（レイパーセント）と言いながら雨の降る確率はまったくのゼロではないということになる。

　「ゼロ」「レイ」は、ちゃんとした使い分けが必要なようだ。


「生食」の「生」は「せい」？　それとも「なま」？


　焼き肉店でユッケを食べた方が亡くなるという痛ましい事件が起きてから、残念なことに焼き肉店で生でユッケが食べられなくなってしまった。1

　ユッケはいうまでもなく牛肉の生肉から作るのだが、食べ物を加熱せずに生のままで食べることを「生食」という。

　だが、この「生食」を、皆さんは迷わずに読んでいるのだろうか。

　かくいう筆者もその時々で、「せいしょく」と言ったり「なましょく」と言ったり、かなり揺れている。

　「生」の音読みは「せい（しょう）」だが、「なま」は訓読みなので「なましょく」は湯桶ゆとう読みになってしまう。ところが、「せいしょく」は同音異義語が数多くあるため、耳で聞くとわかりづらい。だから、「なましょく」という言い方もかなり広まっているようなのである。




　「生」を「せい」と読むか「なま」と読むかと考えると、余談になるが、小説『阪急電車』（有川浩ありかわひろ著、幻冬舎文庫）の冒頭の部分を思い出す。図書館ですれ違うだけの男女が、たまたま阪急電車で一緒になり、車窓から見える川の中州に書かれた「生」の字の読み方をめぐって思い思いの読み方を相手に語るうちに急接近するという出会いの場面である。「生」は「なま」「せい」と読まれ、「なま」の連想で男が女に「生ビール」を飲みに誘うのである。




　閑話休題。

　結論を言えば、「生食」は「せいしょく」でも「なましょく」でも、どちらでも間違いではない。

　それにしても、日本語は声に出して読むことの難しい語が本当に多いと思う。







	

１．２０１１年４月末に焼き肉チェーン店で、死者５人を含む患者１８１人を出した生肉のユッケなどが原因とされる集団食中毒事件が発生。厚生労働省はユッケなどに使われる生食用牛肉の表面加熱殺菌などを飲食店などに罰則付きで義務付ける新基準を施行。牛の生レバーの提供も禁止された。 ⏎












「存」の読みは辞書編集者泣かせ


　「脱原発依存」などと言うときの「依存」だが、皆さんは何と読んでいるだろうか。

　「いそん」？　「いぞん」？　

　ＮＨＫのアナウンサーはほぼ間違いなく「いそん」と言っていると思われる。というのはＮＨＫでは「いそん」を第１の読みとしているからだ。だが、一般には「いぞん」のほうが浸透しているのではないだろうか。

　実は、「いそん」「いぞん」、どちらを使っても間違いではないのである。ナーンだ、それならわざわざここで取り上げる必要はないではないか、とお思いになった方も大勢いらっしゃるであろう。だが、「存」という漢字には「そん」と「ぞん」のふたつの音があるため、その熟語は辞典では扱いがちょっとやっかいな語なのである。

　厳密に言えば「そん」は漢音、「ぞん」は呉音なのだが、字音による意味の違いはないといってよい。そのため「そん」と読むか「ぞん」と読むかは熟語によっても違うのである。一応の目安としてそれぞれの字音で読まれる熟語を下記に示した。




　そんと読むもの：存続、存廃、存亡、既存

　ぞんと読むもの：存念、存命、生存、実存

　そん、ぞんどちらでもあるもの：共存、現存、残存




　いかがであろうか。この語は自分は違うと思った方も多いのではないだろうか。たとえば、「そん」と読むとされる「既存」などは、「きぞん」派も多いと思う。「そん」「ぞん」どちらでもあるとした熟語も、「きょうぞん」「げんぞん」「ざんぞん」と「ぞん」のほうが優勢かもしれない。

　辞書の見出しの読みを決める場合、伝統的な読み方を優先すべきか、読者が引きやすい優勢な読みを第１にすべきかいつも悩むのだが、「存」のつく熟語は語によって読みがかなり揺れているので、辞典編集者泣かせの語なのである。


「味気ない」を何と読むか


　ゆとりや味わいに乏しくて風情がないという意味の「味気ない」を、皆さんはどう読んでいるだろうか。「あじけない」に決まっているではないか、大方はそのようにお答えになるであろう。だが、半世紀前までは正しいとされた読みは「あじけない」ではなかったのである。

　では何が正しいとされていたのかというと、「あじきない」であった。今でも年配の方の中にはそう読む方もいらっしゃるはずである。

　「味気ない」は、文語「あぢきなし」から「あじきない」となり、さらに「あじけない」と変化した語で、「あじきない」のほうが古い語である。「あぢきなし」の用例はすでに平安時代から見られ、昭和30年代まではその変化形である「あじきない」が主流であった。

　なぜそのようなことがわかるのかというと、この「き」「け」問題はその当時の国語審議会1で再三取り上げられたからである。

　たとえば第五期国語審議会（昭和34～36年）では、「威張る」を「いばる」と言うか、「えばる」と言うかという問題の中で、これは母音「イ」「エ」の音が互いに通い合う現象で、「イボ・エボ（疣）」「アジキナイ・アジケナイ（味気無い）」「イヤキ・イヤケ（厭気）」なども同様の例であるとしている。さらに、関東・東北をはじめ、「イ・エ」の音の区別をしない地方は諸所にあり、これは一般的に「なまり」と考えられていることから、「イ」音の「あじきない」を標準形とした。

　わずか50年ほど前のことだが、現在の語感とはかなり違うような気がする。現在では「あじきない」を「なまり」と感じる人も多いのではないだろうか。昭和30年代には「なまり」とされた「あじけない」だが、その後国語審議会の思惑通りにはならず、むしろこちらのほうが主流になってしまったのだから面白い。このような傾向を無視することができなくなり、テレビ、ラジオなどでも現在は「あじけない」を第１の読み、「あじきない」を第２の読みとするようにしている。







	

１．文部大臣の諮問機関。国語の改善、国語教育の振興、ローマ字問題について調査・審議し、国語政策を立案し、また、必要に応じて建議した。専門家および学識経験者を委員として組織。昭和24年（１９４９）設置、平成13年（２００１）廃止。（『日本国語大辞典』） ⏎












誤用はいつの間にか認められる？　「舌鼓」問題


　「山海の珍味に舌鼓を打つ」などと言うときの「舌鼓」、皆さんは何と読んでいるだろうか。

　「舌つづみ」？　あるいは「舌づつみ」？

　「舌鼓」は美味しいものを飲み食いしたときに鳴らす舌の音の意味なので、語源を考えれば「舌」＋「鼓」である。「鼓」は「つづみ」だから「舌つづみ」が正しいことになる。

　実際、キリシタン宣教師が日本語を習得するという目的のために編纂へんさんされた『日葡にっぽ辞書』1（１６０３～１６０４年）にも「Xitatcuzzumi（シタツヅミ）」とある。

　だが、話はそれほど単純ではなく、「舌づつみ」もかなり以前から見られる言い方なのである。たとえば、『日本国語大辞典　第２版』2には、近松門左衛門の浄瑠璃『持統天皇じとうてんのう歌軍法うたぐんぽう』（１７１３年）の「母もはなしの舌づつみ宜禰きねがつづみの袖神楽」という例が掲げられている。

　「舌つづみ」は決して発音しにくいことばではないと思われるのだが、「舌づつみ」が広まってしまったのはなぜなのであろうか。語源意識が薄れたことと、「うわづつみ（上包）」「こづつみ（小包）」「こもづつみ（薦包）」などのような、連濁形「○○づつみ（－包）」からの類推によって生じたことなどが考えられる。同じ〈名詞＋「鼓」〉の語に「腹鼓」があるが、面白いことにこの語もやはり「腹つづみ」ではなく「腹づつみ」という言い方が江戸時代に生まれている。

　このような実態を踏まえて、ＮＨＫなどでは「舌つづみ」を第１の読み、「舌づつみ」を第２の読みとしている。「腹鼓」も同様である。また多くの国語辞典も「舌づつみ」「腹づつみ」を認めている。

　みんなが間違えて使っていると、いつしかその語の用法として認められてしまうという好例であろう。







	

１．一冊。本篇、補遺からなる。イエズス会宣教師数名（氏名未詳）共編。本篇は慶長８年（１６０３）、補遺は翌９年、長崎学林刊。約３万２８００の日本語を和漢・雅俗などの別なく採集、ポルトガル語で語釈を施し、出典・用法・関連語・位相その他を示し、宣教師らの日本語修得の便を図ったもの。国語史、特に室町時代語研究上もっとも重要な資料の一つとして重用される。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

２．国語辞典。日本大辞典刊行会編。初版は昭和47～51年（１９７２～１９７６）刊、全20巻に約45万項目を収録。第２版は平成12～13年（２０００～２００１）刊、全13巻に約50万項目を収録。用例は文学作品・史料・仏典などから幅広く採集され、出典にはその成立年を付する。また、国語・方言・外来語のほか、各分野の専門語や人名・地名なども収め、百科事典としての性質も併せもつ。日国。（『デジタル大辞泉』） ⏎












「他人事」を何と読むか？


　「まるで他人事のような顔をしている」と言うときの「他人事」だが、皆さんはこの語を何と読んでいるだろうか。

　そのまま素直に読めば「たにんごと」だが、伝統的な読み方は「ひとごと」なのである。

　「ひとごと」は『日本国語大辞典』によれば、平安時代から用例が見られる（『紫式部日記』）。それ以降の例も、軍記物の『曾我そが物語』（南北朝ごろ）、井原西鶴の浮世草子『懐硯ふところすずり』（１６８７年）、谷崎潤一郎の『蓼喰たでくふ虫』（１９２８～１９２９年）などが引用されている。そして、「ひとごと」の表記も「人こと」「人事」「他人事」と様々である。

　『蓼喰ふ虫』は「他人事」で「ひとごと」と読ませているが、「他人」と書いて「ひと」と読ませる例は、江戸時代後期から見られる。たとえば、為永春水ためながしゅんすいの人情本の代表作『春色しゅんしょく梅うめ児誉美ごよみ』（１８３２～１８３３年）に使用例が見られる。

　また、単に「他」と書いて「ひと」と読ませている式亭三馬の滑稽本『浮世うきよ床どこ』（１８１３～１８１４年）のような例もある。

　推測の域を出ないのだが、「ひとごと」は古くは「人ごと」「人事」などと書かれていたが、江戸後期に「他人」と書いて「ひと」と読ませるようになったために「他人事」という表記が生まれ、さらにこの「他人事」を「たにんごと」と読むようになったのではないか。つまり、「たにんごと」の読みは比較的新しい言い方だと考えられる。

　このようなこともあってテレビ、ラジオでは「たにんごと」とは言わないようにしているようだ。また、「常用漢字表」によるかぎり「他人」を「ひと」とは読めないので、新聞は「他人事」とは書かず、「人ごと」「ひとごと」、テレビは「ひとごと」と書くようにしている。新聞やテレビ、ラジオで「人事」を使わないのは「じんじ」と紛らわしいからだと思われる。


「雰囲気」という語が辞書にない？


　先日ある読者から、筆者が編集を担当した『現代国語例解辞典』に「雰囲気」ということばが載っていないのだが、という電話があった。そんなはずはないので、そうお答えしようと思った矢先に、「あっ、ありましたね」と言って先方から電話を切られてしまった。

　きつねにつままれたような気分であったが、後でよくよく考えてみると、どうやら「雰囲気」の読みを「ふんいき」ではなく「ふいんき」だと思って辞書を引いたのではないかと思い至った。

　たとえば『大辞泉』（小学館）を見ると、「『ふいんき』と発音する人が増えているという調査結果がある。」と補注に書かれている。「ふいんき」という読みはかなり広まっているらしい。

　「雰囲気」は、元来は地球をとりまく大気の意味で、オランダ語の訳語として、江戸時代の蘭学書に見えることばである。それが、明治末期ごろから、その場の様子や気分の意味に転じたものらしい。

　それにしても「雰」は「ふん」、「囲」は「い」、「気」は「き」と読めるはずなのだが、なぜ「ふいんき」と「ん」の位置が動いてしまったのだろうか。

　以前、愛媛大学の佐藤栄作教授（日本語学）から聞いた話だが、漢字を思い浮かべずに音だけでことばを覚えてしまうと、間違った言い方をしてしまうことがよくあるのだそうだ。たとえば、写真の「焼き増し」を「焼き回し」だと思っている人がけっこういるらしい。

　このような現象はことばの揺れとはいえないので、辞書に「ふいんき」という読みを載せることはできない。


「すいぞっかん」は大阪のおっちゃんだけ？


　大晦日の夜は、お酒をちびりちびりやりながらテレビ漬けになるのが慣例になっている。その年の大晦日もチャンネルをいろいろ変えながらそうしていたところ、お笑いコンビのダウンタウンの２人が、何やら力の抜けたいい雰囲気で会話をしている場面に出くわした（日本テレビ系列「ダウンダウンのガキの使いやあらへんで!!」）。

　会話の内容は正確ではないかもしれないが、以下のようであった。松本さんが、「パンツを洗う機械って何て言う？」という質問をしたところ、相方の浜田さんは「せんたっき」と答えた。さらに、「魚がいっぱい泳いでいるのをガラスの向こうから見るところを何と言う？」という質問には、浜田さんは「すいぞっかん」という答え。それを聞いた松本さんが、お前のそういうとこ嫌やねん、大阪のおっさんみたいで、気色の悪い、とツッコミを入れていた。

　だが、“大阪のおっさん”ではない筆者も、浜田さんと同じように、「せんたっき」「すいぞっかん」と言っているのである。もちろん「洗濯機」「水族館」の正しい読みは、「せんたくき」「すいぞくかん」で、国語辞典の見出し語もすべてその語形で表示されていて、「せんたっき」「すいぞっかん」で引ける辞典はひとつもない。




　ところが、日常語の標準的なアクセントと発音を示し、ＮＨＫアナウンサーのアクセントや発音の指標ともなっている『ＮＨＫ　日本語発音アクセント辞典』（日本放送出版協会）には、「せんたっき」はないのだが、「すいぞっかん」のほうは「すいぞくかん」と併記されているのである。つまり、「すいぞっかん」は標準的な発音であるとＮＨＫも認めているというわけである。これは、ＮＨＫのアクセント辞典と並んで定評のある『新明解アクセント辞典』（三省堂）も同様である。

　どちらの辞典も、「すいぞっかん」を認めて「せんたっき」は認めない理由は不明である。というのも、たとえば「濯（タク）」「族（ゾク）」のような二拍目が「ク」となる漢字は、そのあとに「ｋ」の音で始まる漢字が続くと促音化、すなわち、小文字の「ッ」で表記される発音になることがあるからである。「学校」を「ガッコウ」と発音するのもそれである。もちろんすべてそのようになるというわけではなく、また、促音化は二拍目が「ク」となる漢字以外でも起こるのだが、「すいぞっかん」「せんたっき」はどちらもまさしくそれに当てはまるのである。

　上記のアクセント辞典で示された発音は共通語の発音で、共通語＝東京語ではないのだが、だからといって大阪語だというわけではない。松本さんが抱いている「大阪のおっさん」のイメージはよくわからないが、「すいぞっかん」「せんたっき」と言っているのは、浜田さんや「大阪のおっさん」だけでないことだけは確かである。


「愛想」の読みはサバイバルゲーム


　「あのお店の店員は愛想がよくていいね」などと言うときの「愛想」だが、この語を皆さんは「あいそ」「あいそう」、どちらで読んでいるだろうか。筆者自身はというと、その時々で揺れているような気がする。

　そして歴史的にも「愛想」は読みの揺れている語なのである。

　現在の国語辞典がどのように扱っているのかというと、大まかな傾向として「あいそ」を本項目として、その中で「あいそう」について触れるなど、「あいそ」のほうが優勢になりつつある。

　だが、明治期の辞書になると、たとえば幕末に出版されたヘボン編の和英辞典『和英語林集成』1（１８６７年）や、日本最初の近代的国語辞書『言海げんかい』2（第一冊１８９９年刊）には「あいそう」の項目はあっても「あいそ」の項目はない。それが、明治20年代後半以降の辞書になると、「あいそ」の項目も参照項目として登場するようになる。

　だからといって、「あいそ」が新しい言い方かというとそうでもなく、『日本国語大辞典』（『日国』）によれば、「あいそ」「あいそう」の例はともに室町末ごろから見られる。

　国語辞典の多くは「あいそ」は「あいそう」の音の変化などとしているものが多いのだが、そう決めつけるのにもいささか抵抗がある。『日国』の語誌欄でも述べているように、もともと「あいそ」という和語があり、それが「あいそう」と変化して漢語と意識されるようになったという可能性も否定できないからである。

　それが正しいとすれば、今日では「あいそ」が主流なので原点に戻ったということになろうか。まさに時代とともにその読み方がサバイバルゲームを繰り広げているようではないか。







	

１．幕末に出版された日本最初の和英・英和の部からなる辞典。一冊。Ｊ＝Ｃ＝ヘボン編。慶応３年（１８６７）の初版から明治43年（１９１０）の９版に及ぶ。ローマ字表記の日本語の見出しに片仮名と漢字表記を添え、英語の説明を加えたもの。明治19年（１８８６）の第３版で用いられている日本語のローマ字のつづり方を「ヘボン式」という。和英の部には２万を越える日本語を収める。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

２．国語辞典。大槻文彦著。明治17年（１８８４）成稿。同22年から24年にかけて私版として四分冊で刊行し、24年に一冊本を刊行。以来、長年にわたって版を重ね、後に「大言海」に発展した。体裁、内容の整った国語辞典として最初のもの。３万９０００余語を収録。排列は五十音順。巻頭に「語法指南」を付す。（『日本国語大辞典』） ⏎












「一日の長」にみる、呉音・漢音問題


　経験や知識、技能などがほかの人より少しすぐれていることを「一日の長」と言うのだが、この「一日」を皆さんは何と読んでいるだろうか？　「イチジツ」だろうか、あるいは「イチニチ」だろうか。「日」を「ジツ」と読むのは漢音、「ニチ」と読むのは呉音という違いがある。

　この語の出典は『論語』で、「以吾一日長乎爾、毋吾以也（吾が一日爾なんじより長ぜるを以て、吾を以てすることなかれ＝私がおまえ達よりも少し年が上だからと言って、遠慮はいらない）」（先進）による。出典が漢籍なので「イチジツ」と読んだほうがそれらしく聞こえるかもしれないが、明治・大正期の文学作品には「イチジツ」「イチニチ」の両形のルビが見られる。つまりどちらが古いとも正しいとも判断できないのである。

　ちなみに、同様な例に「一日千秋」があるが、これもまた「イチジツ」「イチニチ」ともに見られる。

　国語辞典では、「イチジツ」派が優勢だが、「イチニチ」派も勢力を伸ばしつつある。テレビ、ラジオはどうかというと、「一日の長」は「イチジツノチョウ」と読むようにしていて保守的立場をとっているが、「一日千秋」は「イチジツ」「イチニチ」両形認めるという中道路線である。ただし、ことばによってその立場を違える根拠はよくわからない。


「逆手」にみる、どちらでもＯＫな読み方


　日本語には読み方が複数あって声に出して読むとき判断に迷う語がかなりある。この「逆手」もそのひとつで、「ぎゃくて」とも「さかて」とも読めるのでやっかいである。

　「ぎゃく」は字音、「さか」は字訓で、「て」は字訓だから「ぎゃくて」と読むのは重箱読みになる。だが、どちらの読み方もかなり一般化している。

　たとえば、鉄棒などでは手のひらを自分のほうに向けて下から握ることを「さかてに握る」と言うのだが、最近では「ぎゃくてに握る」という言い方をすることもあるようだ。これは鉄棒では手の甲を上にしたふつうの握り方を「順手じゅんて」と言っていて、これは〈字音＋字訓〉であるところから、反対語として同じ〈字音＋字訓〉の「ぎゃくて」が使われるようになったものと思われる。

　また、「相手のことばを逆手に取る」などのように、相手の攻撃を利用して逆に攻め返すという比喩ひゆ的な意味では、従来は「ぎゃくてにとる」と言っていたが、近年は「さかてにとる」と言う人も増えている。そのためＮＨＫなどでも「ぎゃくて」を第１、「さかて」を第２の読みとして、どちらも認めるようになった。

　ただし、『現代国語例解辞典』などを見ると、「ぎゃくて」と読むか「さかて」と読むかで、以下のような個別の意味があるようだ。




　ぎゃくて：「逆手（ぎゃくて）を取って投げる」などのように、柔道などで、相手の関節を反対に曲げて痛めつける技。　

　さかて：「刀を逆手（さかて）に持つ」などのように、短刀などを、普通の持ち方とは逆に小指の方が刃に近いように持つこと。




　つまり、柔道や剣術などのときに「ぎゃくて」「さかて」を区別して使えれば、通常はどちらを使っても間違いではないということになる。これからは安心して声に出して読めそうだ。


「おおじしん」か？　「だいじしん」か？


　２０１１（平成23）年３月11日に発生し、東日本の各地に甚大な被害を及ぼしたマグニチュード９・０の地震は東北地方太平洋沖地震と名付けられたが、この地震のようにマグニチュード７以上の地震は、特に「大地震」と呼ばれている。

　だが、この「大地震」という語、実は「おおじしん」と読むか「だいじしん」と読むのかで揺れているのである。厳密な調査をしたわけではないのであくまでも印象でしかないのだが、一般には「だいじしん」と読まれることのほうが多いような気がする。かくいう筆者も「だいじしん」派である。

　ところがＮＨＫはどうかというと、「おおじしん」とだけ読むようにしているのである。その根拠として、「おおじしん」のほうが以前からの慣用的な読み方だったからと考えているようだ。

　だが、室町時代末期のキリシタン資料である『サントスの御作業』1（１５９１年）『天草本平家物語』2（１５９２年）（ともにイエズス会が刊行した活字本）には「だいじしん」の確実な例が確認できる。どうやら、「おおじしん」「だいじしん」は古くから併用されてきたらしい。

　とすると、今やどちらの読みでもかまわないのではないかと思えるのであるが、いかがであろうか。







	

１．サントスの御作業の内抜書。キリスト教殉教書。二巻。日本イエズス会版の一つ。養方パウロ、洞院ビセンテ父子の訳。天正19年（１５９１）、肥前国（長崎県）加津佐学林刊。現存日本最古のローマ字金属活字版。上巻は十二使徒など聖人殉教者小伝集で、下巻には殉教精神についてのルイス＝デ＝グラナダの著作の抄訳をおさめる。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

２．外国人宣教師の日本語教科書。ローマ字日本文。文禄元年（１５９２）イエズス会天草学林刊。大英図書館蔵。原典本文を抄出、口語訳し対話体に改めたもの。四巻。所拠本は巻二初まで覚一本系統、以下百二十句本系統という。当時の貴重な口語資料。（『国史大辞典』） ⏎












「える」、「うる」どっちが優勢？


　「得る」は、「える」と読んだり「うる」と読んだりするが、どちらが望ましい読みなのだろうかという質問を受けた。

　結論から言うと、どちらでも間違いではないのだが、「える」のほうが現代語的で、「うる」のほうが古語的だとはいえると思う。ただ、個別に見ていくとどちらか一方を使ったほうがすわりがいいという場合もありそうだ。

　たとえば「利益を得る」「承認を得る」「病を得る」などは、「える」のほうがふつうで、「うる」と読むと違和感を覚える人も多いかもしれない。

　だが、「得るところが多い」「上司の承認を得る必要がある」などやや改まった表現の場合は、「うる」のほうがすわりがいいと考える人のほうが多いのではないだろうか。

　さらに、動詞の連用形に付いて、「できうるかぎりの努力」「交渉の時間切れもありうる」などのように、……することができる、可能である、の意を表す場合も「うる」が多く使われる。

　文法的な話で恐縮なのだが、「うる」は、もともとは文語の下二段活用の動詞「う（得）」の連体形であった。通常の二段活用の動詞は文語から口語に変化する際に一段活用化していくのだが、なぜかこの語はそうならず変則的な変化を遂げるのである。つまりこの動詞は文語のときは、「え・え・う・うる・うれ・えよ」と「う」と「え」の二段活用をしていたのだが、口語へと変化する際に、終止形「う」が「える」、連体形「うる」が「える」に変化すべきところ、終止形「える」「うる」、連体形「える」「うる」の両形が併存することになってしまったのである。

　ただ、「うる」のほうが優勢だとして挙げた例文も、いや自分は「える」と言っているとおっしゃる方も多いであろう。そう、将来的に「うる」が消滅し、「える」に統一されてしまう可能性は高いのである。

　なお、蛇足ながら、昔ラジオの野球中継で解説の金田正一氏が「スクイズもありうりますね」と言うのを聞いてのけぞったことがある。いくら古語の二段活用が残存している特殊な動詞だとはいっても、もちろんそんな活用形は存在しない。


「ニクジル」は若者ことば？


　先日、焼き肉を美味しく食べるには秘訣ひけつがあるというＮＨＫの番組を何気なく見ていたら、アナウンサーが「ニクジュウ」と言ったあとに「ニクジル」と言い換えていたので、おやおやと思った。漢字で書けば「肉汁」だが、皆さんはこれを何と読んでいるだろうか？

　かくいう筆者は「ニクジュウ」派なのだが、若い人の間に「ニクジル」が増えているという。確かにインターネットで検索すると、「ニクジル」が勢力を伸ばしつつあるという傾向がうかがえる。

　『日本国語大辞典』（『日国』）で「肉汁（にくじゅう）」を引いてみると、




　（１）鳥獣の肉を煮出してつくった汁。また、肉を入れた汁。肉羹（にっこう）。

　（２）「にくしょう（肉漿）」に同じ。

　（３）肉を焼いたときにしみ出る液汁。




とある。（３）が今回のテーマの意味である。（２）の「肉漿」とは、やはり『日国』によれば「肉をしぼってとった汁」のこと。

　これに対して、「ニクジル」は『日国』では「ニクシル」で見出しが立てられ（「ニクジル」という注記もある）、解説は「ニクジュウ」を見るようにとの指示がある。

　「ニクジル」という言い方は、同じ「肉」の付く「肉厚にくあつ」「肉色にくいろ」「肉太にくぶと」などといった読みの語に引きずられて生まれた、新しい言い方だと思われる。「ニク」は訓読みのようだが実は音読みで、「シル（ジル）」は訓読みだから「ニクジル」だと重箱読みになってしまう。

　そのためＮＨＫでは伝統的な「ニクジュウ」を使うようにしているようだ。くだんのアナウンサーは、焼き肉の食べ方を伝授する番組は若者向けだと判断したのかもしれない。


「活火山」を何と読む？


　日本には火山防災のために、常時監視、観測が行われている火山がいくつあるかご存じだろうか。現在47の火山が、24時間体制で監視が続けられている。

　このような火山を「活火山」とも呼ぶのだが、テレビやラジオでは「活火山」を「カッカザン」とも「カツカザン」とも言っていることにお気づきであろうか。この語は読みが揺れていて、テレビやラジオなどでは両形を認めているのである。

　読みの揺れは各学問分野でも同様で、学術用語を収録した『学術用語集』1（文部科学省）でも、地震学の分野では「カッカザン」、地学・地理学の分野では「カッカザン（カツカザン）」としている。

　辞書の世界ではどうかというと、見出しを「カッカザン」とするものが主流で、異形として「カツカザン」を挙げているものが多い。




　ちなみに「活火山」は、以前は、過去およそ２０００年以内に噴火したことのある火山とされていたが、世界的な動向に合わせて、気象庁の火山噴火予知連絡会も２００３（平成15）年から、現在、噴気・噴火などの火山活動をしているか、過去およそ１万年以内に噴火したことのある火山という定義に変更した。これにより、現在日本には１１０の「活火山」が存在することになった。かつては「休火山」とされていた富士山も「活火山」に加わったのである。







	

１．文部省（現文科省）が関連学会の協力を得て制定した各分野の学術用語を集めた冊子。第１部（和英の部）、第２部（英和の部）からなり、用語を説明。 ⏎












最初に生まれた孫はハツマゴ？　ウイマゴ？


　漢字の「初」は、「はつ」とも「うい」とも読む。「初詣」は「はつ」、「初陣」は「うい」である。どちらも、「最初の」という意味で使われる。あえて違いを述べるなら、「はつ」の場合は、その年はじめてのという意で用いられることが多いという点だろうか。もちろん「初耳」のように例外もあるのだが。いずれにしても、「初詣」「初雪」「初陣」「初々しい」のように、「うい」なのか「はつ」なのか迷うことはほとんどないと思われる。

　ところが「初孫」だけは、「うい」なのか「はつ」なのか、どうもハッキリしないのである。辞書などでは「ういまご」を伝統的な読み方としているものもあり、実際『日本国語大辞典』を見ても、「ういまご」の用例のほうがやや古い。そのためか、「はつまご」と読むと教養がないと決めつける人もいるようだ。

　だが、そのような人に出会うと、以下のような例を見せたくなる。藤原道長・頼通父子の栄華を中心に描いた平安時代の歴史物語『栄花物語』の用例である。




　「東宮の生れ給へりしを、殿の御前の御はつむまごにて」




　「東宮」は皇太子、「殿の御前」は道長のこと。「うい」ではなく「はつむまご」の例がすでに平安時代にもあったのである。「むまご」は「うまご」とも書き、この語が変化して「まご（孫）」になった。

　テレビやラジオではどちらの読みも認めているが、それが妥当な扱いだと思う。


常用漢字表では「学校」は読めない


　皆さんは「学校」を何と読んでいるだろうか。今さら何を言っているんだ。「ガッコウ」に決まっているではないか。そうお答えになる方がほとんどであろう。実際、国語辞典を引くと大半が見出しの語形は「がっこう」になっている。だが、「改定常用漢字表」で「学」の字を見ると、音は「ガク」で、「ガッ」という読みは示されていない。示された語例も「学習、科学、大学」だけで「ガッ」と読む語例はひとつもない。いったいこれはどうしたわけなのであろうか。

　そもそもなぜ「ガクコウ」が「ガッコウ」と読めるのかというと、二拍の漢字であとのほうが「ク」となるものは、そのあとにｋの音で始まる漢字が続くと促音化、すなわち、小文字の「ッ」で表記される発音になることがある。この現象は「ク」で終わる漢字だけではなく、「キ・ツ・チ」で終わる漢字などにも見られる。たとえば、「的確」テキカク→テッカク／「圧迫」アツパク→アッパク／「日記」ニチキ→ニッキ、などがそれである。

　日本人なら「学校」は「ガッコウ」と読むのが当たり前なので、よもや学校の漢字テストで「ガクコウ」と答える生徒はいないであろうが、日本語を学ぶ外国人はどうなのであろうか。この変化を簡単に理解できるのだろうか。

　実はこのことは常用漢字表の前身に当たる、当用漢字音訓表の時代から問題になっていた。１９５８（昭和33）年に当時の文部省が発行した『国語問題問答　第六集』には、実際には「学校」を「ガッコウ」と読むのだから「ガッ」の音を当用漢字音訓表の中に入れてほしかったという要望があり、これに対して以下のような回答が示されている。




現代かなづかいの条文や例はそのたてまえになっていますが、当用漢字音訓表では、その意味のことは「使用上の注意事項」に書いて、いちいちの字については基本の音を示すことにとどめてあります。それゆえ実地の適用にあたっては、学校　は　がっこう（がく－がっ）　日記　は　にっき（にち－にっ）　【以下略】となる、というふうにお考えください。




　この文書を読んで、はい納得しました、と言える人はどれくらいいたのであろうか。現行の「改定常用漢字表」もこの当用漢字音訓表を踏襲しているため、当用漢字音訓表の「使用上の注意事項」にあたる、「表の見方」という部分があるのだが、やはりこれを読んでも「学校」を「ガッコウ」と読むということは一言も書かれていない。

　「改定常用漢字表」は、今後の国語政策を決める極めて重要なものであるが、日本語としての漢字は、日本人だけが理解して使えればいいというものではないであろう。日本で学ぶ外国人留学生が14万人近くもいる時代に、日本語を学ぶ外国人にもわかりやすい漢字表を作るという発想はなかったのであろうか。「十」1という漢字に、本来なかった「ジュッ」という読みを備考欄に付け加える配慮を見せたのなら、「ガッコウ」などの読みを示すのはわけもないことだったのではないかと思うのである。







	

１．「十」の日本の本来の漢字音は単独ではジフ（これがジウ→ジュウとなった）だが、「十本」「十個」「十銭」「十哲」のような語では古くは例外なくジッとなり、「ジッポン」「ジッコ」「ジッセン」「ジッテツ」と言った。これは「十」のように古くは末尾の音がｐであった漢字は、後に無声子音で始まることばが来ると促音化したためである（類例、「合（ガフ）」……「合掌（ガッショウ）」「合併（ガッペイ）」）。右のような語は、ＮＨＫのアナウンサーはほとんど皆「ジッ‐」と発音しており、多くの国語辞典も「ジッ‐」の形のみを記しているが、現実には、若年層では「ジュッ‐」の形が圧倒的である。（『日本国語大辞典』、「十」の項「補注」より） ⏎












「人間」は「にんげん」か「じんかん」か？


　サッカー日本代表の岡田おかだ武史たけし元監督に、「辞書引き学習」の深谷圭助氏との対談のために編集部までおいでいただいたことがある。その折に岡田氏から、「人間万事塞翁さいおうが馬」という故事成語をよくお使いになっているというお話をうかがった。

　その時はさらに「人間」を何と読むのかということが話題になった。岡田氏は「にんげん」と言っていたそうだが、ある時それは「じんかん」ではないかという指摘を受けたというのである。

　「人間」ということばは「にんげん」と読むか「じんかん」と読むかで厳密には意味が異なる。「にんげん」は「ひと」の意味、「じんかん」だと「世の中、世間」の意味になる。

　「人間万事塞翁が馬」は中国古代の哲学書『淮南子えなんじ』1による故事で、ふつうは、人生の吉凶きっきょう、運不運は予測できないという意味で使われる。だからやはり「人間」は「ひと」のことであろう。実際、「じんかんばんじさいおうがうま」と読んでいる例には出会ったことがない。

　では、なぜ岡田氏にわざわざ「じんかん」では、などと言う人がいたのだろうか。

　勝手な想像だが、「人間到いたる所青山せいざんあり」と混同したのではないか。この句は、幕末の僧、月性げっしょうの漢詩の一節で、「じんかん」か「にんげん」かで揺れているのである。ちなみに「じんかん」と読むと「世の中には骨をうずめる場所はいたるところにある」という意味になり、「にんげん」と読むと、「ひとが骨をうずめる場所はいたるところにある」という意味になる。

　どちらの意味も不自然ではないが、「にんげん」のほうが語としては一般的なので、最近の辞書は「にんげん」を本項目にしているものが多い。







	

１．古代中国、淮南王の劉安が編著した哲学書。現存するもの二十一巻。正式の書名は「淮南鴻烈解」。（『日本国語大辞典』） ⏎
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